
〇 

日
本
は
温
泉
大
国
！ 

 

日
本
に
た
く
さ
ん
の
温
泉
が
あ
る
の
は
火
山
が 

 

多
く
あ
る
か
ら
で
す
。
火
山
は
噴
火
と
い
う
お 

 

そ
ろ
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
生
活
面
で
豊
か 

 

に
し
て
く
れ
ま
す
。
「
湯
治
」
は
古
く
か
ら
あ 

 

る
温
泉
療
養
で
、
温
泉
の
成
分
に
効
果
が
あ
り 

 

ま
す
。
日
本
人
の
お
風
呂
好
き
や
清
潔
好
き
な 

 

と
こ
ろ
は
温
泉
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 
 〇 

世
界
が
認
め
た
「
和
食
」 

 

２
０
１
３
年
、
和
食
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺 

 

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
国
の
食
文
化
に 

 

は
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ 

 

の
ひ
と
つ
は
「
う
ま
み
」
で
す
。 

 

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
う
ま
み
成 

 

分
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
は
昆
布
に 

 

、
イ
ノ
シ
ン
酸
は
か
つ
お
ぶ
し 

 

に
、
こ
れ
ら
は
料
理
の
基
本
と 

 

な
る
「
だ
し
」
に
使
わ
れ
ま
す 

 

。
味
の
ほ
か
に
も
、
美
し
さ
・ 

 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
・
豊
富
な
食
材 

 

・
生
活
と
の
密
接
な
関
係
な
ど 

 

が
特
徴
で
す
。 

    
 
 
 
 

技
術 

編 
 
 〇 

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は 

 
 
 
 
 
 
 
 

世
界
一
高
い
タ
ワ
ー
！ 

 

２
０
１
２
年
５
月
に
開
業
し
、
新
し
い
東
京
の 

 

シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
高
さ
は
６
３
４
メ 

 

ー
ト
ル
で
、
「
武
蔵
（
む
さ
し
）
」
の
国
と
昔 

 

に
呼
ば
れ
た
こ
と
で
考
え
れ
ま
し
た
。 

 

世
界
２
番
目
に
高
い
タ
ワ
ー
は
中
国
の
「
広
州 

 

塔
」
の
６
０
０
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
ビ
ル
も
含 

 

め
る
と
世
界
一
高
い 

 

建
物
は
ド
バ
イ
の
「 

 

ブ
ル
ジ
ュ
・
ハ
リ
フ 

 

ァ
」
で
、
な
ん
と 

 

８
２
９
メ
ー
ト
ル
も 

 

あ
り
ま
す
。 
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〇 

世
界
最
古
の
国
歌
「
君
が
代
」 

 

「
君
が
代
」
は
１
０
世
紀
に
つ
く
ら
れ
た
「
古 

 

今
和
歌
集
」
の
短
歌
の
ひ
と
つ
で
す
。
世
界
最 

 

古
の
国
歌
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
２
３
年 

 

に
作
曲
さ
れ
、
国
歌
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た 

 

。 

 

〇 

世
界
最
古
・
世
界
最
大
の
木
造
建
築
物 

 

世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
は
「
法
隆
寺
」
で
す 

 

。
約
１
，
４
０
０
年
前
に
聖
徳
太
子
が
創
建
し 

 

ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
最
大
の
木
造
建
築
物
は 

 

奈
良
の
「
大
仏
殿
」
で
す
。
奈
良
の
大
仏
も
鋳 

 

銅
仏
と
し
て
は
世
界
一
な
の
で
す
。 

 
 

  
 

   
 
 

    
 
 
 

自
然
・文
化 

編 
 

〇 

日
本
固
有
の
動
物
た
ち 

 

日
本
に
は
約
９
万
種
以
上
の
野
生
生
物
が
生
息 

 
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
島
国
に
、
こ
れ
だ
け
多 

 
く
の
種
類
の
野
生
生
物
が
生
息
し
て
い
る
の
は 

 

お
ど
ろ
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
恵
ま
れ
た
自
然
に 

 

あ
り
ま
す
。
温
暖
で
降
水
量
が
多
い
こ
と
、
南 

 

 

北
に
長
く
て
複
雑
な
地
形
で
あ
る
こ
と
、
四
季 

 

の
変
化
が
あ
る
こ
と
、
森
林
面
積
が
国
土
の
７ 

 

０
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
理
由
で
す
。
「
ツ 

 

キ
ノ
ワ
グ
マ
」
「
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
」
「
オ
オ 

 

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」
な
ど
日
本
固
有
種
の
生
物 

 

も
多
く
、
特
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
世
界
で
一
番
北 

 

に
す
む
サ
ル
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 

歴
史 

編 
 

〇 

日
本
は
世
界
最
古
の
国
！ 

 

エ
ジ
プ
ト
や
中
国
な
ど
、
５
，
０
０
０
年
も
の 

 

大
昔
か
ら
た
く
さ
ん
の
国
が
栄
え
て
い
ま
し
た 

 

。
で
も
、
そ
の
時
代
の
王
様
や
皇
帝
が
亡
く
な 

 

る
と
そ
の
国
も
滅
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本 

 

の
場
合
、
「
日
本
書
紀
」
に
は
大
和
国
（
現
在 

 

の
奈
良
県
）
に
神
武
天
皇
が
国
を
つ
く
っ
た
こ 

 

と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
約
２
，
７
０
０
年
前 

 

の
こ
と
で
す
。
現
在
の
天
皇
（
今
上
天
皇
）
ま 

 

で
、
神
武
天
皇
の
子
孫
が
１
２
５
代
続
い
て
い 

 

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
政
治
を
直
接
担
当
す
る
人 

 

、
い
わ
ゆ
る
源
氏
や
北
条
氏
、
足
利
氏
や
徳
川 

 
氏
な
ど
が
入
れ
替
わ
り
、
今
は
政
治
家
で
す
。 

 
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
天
皇
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ 

 

て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
「
日
本
書
紀
」
は
神 

 

話
で
あ
り
、
実
際
に
神
武
天
皇
は
い
な
か
っ
た 

 

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
存
在
が 

 

証
明
さ
れ
て
い
る
天
皇
の
記
録
で
い
ち
ば
ん
古 

 

い
も
の
で
１
，
５
０
０
年
前
で
す
。
現
在
、
世 

 

界
で
２
番
目
に
長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
デ
ン 

 

マ
ー
ク
の
王
室
が
約
１
，
０
０
０
年
、
３
番
目 

 

に
イ
ギ
リ
ス
王
室
が
約
９
０
０
年
で
す
。 

 

〇 

世
界
最
大
の
墓
！ 

 

世
界
的
に
有
名
な
も
の
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
「
ク 

 

フ
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
、
中
国
の
秦
と
い
う
国 

 

の
「
始
皇
帝
陵
」
が
あ
り
ま
す
が
、
世
界
最
大 

 

の
墓
は
堺
市
の
「
仁
徳
天
皇
陵
」
で
す
。
仁
徳 

 

天
皇
は
第
１
６
代
天
皇
で
す
。
始
皇
帝
陵
の
３ 

 

倍
、
ク
フ
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
６
倍
も
の
大
き 

 

さ
で
す
。
高
さ
は
及
び 

 

ま
せ
ん
が
、
１
０
階
立 

 

て
の
ビ
ル
位
の
高
さ
が 

 

あ
り
ま
す
。
ど
れ
だ
け 

 

大
変
な
工
事
で
あ
っ
た 

 

か
、
今
で
は
想
像
が
で 

 

き
ま
せ
ん
。 

  

 

 

 

 本 日   !! 慢 自 



〇 

新
幹
線
は
手
づ
く
り
！ 

 
東
京
・
大
阪
間
の
開
通
は
１
９
６
４
年
で
す
。 

 
日
本
の
技
術
を
結
集
し
た
車
両
が
時
速
２
０
０ 

 

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
走
り
、
当
時
は
世
界
最 

 

速
列
車
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
５
０
年
以
上
が
経 

 

ち
ま
し
た
が
、
新
幹
線
の
顔
は
今
で
も
職
人
た 

 

ち
に
よ
る
手
づ
く
り
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。 

        

〇 

ロ
ボ
ッ
ト
大
国
！ 

 

日
本
は
世
界
一
の
ロ
ボ
ッ
ト
先
進
国
で
す
。 

 

も
っ
と
も
活
躍
し
て
い
る
の
は
「
産
業
用
ロ
ボ 

 

ッ
ト
」
で
す
。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
出
荷
数
も 

 

、
国
内
で
使
わ
れ
て
い
る
数
も
世
界
一
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
サ
ー
ビ
ス
ロ 

 

ボ
ッ
ト
で
す
。
人
に
代
わ
っ
て
、
介
護
・
家
事 

 

・
医
療
・
農
業
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス 

 

を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
開
発
へ
の
期
待
が
高 

 

ま
っ
て
い
ま
す
。 

        

〇 

町
工
場
が
す
ご
い
技
術
を
！ 

 

日
本
の
中
小
企
業
の
工
場
は
技
術
力
が
高
く
、 

 

世
界
に
負
け
な
い
製
品
を
つ
く
り
ま
す
。
最
先 

 

端
の
ハ
イ
テ
ク
技
術
を
町
の
小
さ
な
工
場
が
さ 

 

さ
え
て
い
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
世
界
ト
ッ 

 

プ
ク
ラ
ス
の
技
術
力
は
世
界
の
人
か
ら
大
き
な 

 

関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。
日
本
を
さ
さ
え
て
い 

 

る
の
は
町
工
場
な
の
で
す
。 

 

〇
「
カ
メ
ラ
付
き
ケ
ー
タ
イ
」 

 

２
０
０
０
年
に
ド
コ
モ
・
ａ
ｕ
を
追
う
Ｊ-

フ
ォ 

 

ン
（
現
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
は
カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電 

 

 

話
を
発
明
し
、
「
写
メ
ー
ル
」
と
い
う
わ
か
り
や 

 

す
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
消
費
者
の
心
を
つ
か
み
ま
し 

 

た
。
ケ
ー
タ
イ
で
撮
る
！
と
い
う
画
期
的
な
発
想 

 

が
現
代
人
の
行
動
様
式
を
変
え
ま
し
た
。
２
０
０ 

 

２
年
に
は
Ｊ
フ
ォ
ン
は
業
界
第
２
位
の
座
を
得
ま 

 

し
た
。 

〇 

「
ガ
ス
ト
ロ
カ
メ
ラ
」 

 

今
や
内
視
鏡
の
先
進
国
と
な
っ
た
日
本
の
礎
を
築 

 

い
た
胃
カ
メ
ラ
で
す
。
戦
後
間
も
な
い
時
分
に
開 

 

発
が
ス
タ
ー
ト
し
、
他
国
を
差
し
置
い
て
開
発
に 

 

成
功
し
ま
し
た
。
現
在
オ
リ
ン
パ
ス
は
内
視
鏡
の 

 

約
７
割
の
シ
ェ
ア
を
握
る
こ
と
と
な
り
、
多
く
の 

 

人
命
を
救
い
続
け
て
い
ま
す
。 

〇 

「
セ
イ
コ
ー 

ク
オ
ー
ツ 

ア
ス
ト
ロ
ン
」 

 

現
在
世
界
中
の
腕
時
計
で
採
用
さ
れ
て
い
る
の
が 

 

水
晶
を
用
い
た
ク
オ
ー
ツ
式
。
そ
の
開
発
に
初
め 

 

て
成
功
し
た
の
が
セ
イ
コ
ー
で
し
た
。
小
型
化
が 

 

困
難
と
さ
れ
て
い
た
腕
時
計
に
採
用
し
、
誤
差
約 

 

１/

１
０
０
と
い
う
精
度
を
誇
り
、
可
動
時
間
も 

 

 

け
た
違
い
に
長
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
時
計
の
革 

 

命
と
言
わ
れ
、
世
界
を
驚
か
せ
ま
し
た
。 

〇 

「
乾
電
池
」 

 

１
８
８
５
年
、
屋
井
先
蔵
（
や
い
さ
き
ぞ
う
）
さ 

 

ん
に
よ
っ
て
、
寒
冷
地
で
も
使
用
可
能
な
電
池
と 

 

し
て
発
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
改
良
と
規
格 

 

化
を
経
て
、
現
在
の
円
筒
型
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

〇 

「
カ
ラ
オ
ケ
」 

 

井
上
大
祐
さ
ん
が
１
９
７
１
年
に
カ
ラ
オ
ケ
第
一 

 

号
を
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
日
本
で
生
ま
れ 

 

て
、
世
界
に
広
ま
り
ま
し
た
。
外
国
で
も
「
カ
ラ 

 
オ
ケ
」
と
い
う
名
前
で
よ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
多 

 
い
の
で
す
。
２
０
０
４
年
、
井
上
大
祐
さ
ん
は
ノ 

 

ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

 

 

編 

集 

後 

記 
 
 
 

日
本
の
大
発
明 

編 
 

〇 

「
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
」 

 

安
藤
百
福
さ
ん
（
あ
ん
ど
う
も
も
ふ
く
）
が
日 

 

清
食
品
を
創
業
し
、
世
界
初
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト 

 

ラ
ー
メ
ン
「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
」
を
発
明
し
ま 

 

し
た
。
魔
法
の
ラ
ー
メ
ン
と
し
て
大
人
気
で
し 

 

た
。
そ
の
後
、
研
究
を
重
ね
、
１
９
７
１
年
に 

 

「
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
」
を
売
り
出
し
ま
し
た
。 

 

今
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
・
カ
ッ
プ
ラ
ー 

 

メ
ン
は
世
界
中
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。 

〇 

「
味
の
素
」 

 

１
０
０
年
も
昔
に
誕
生
し
た
世
界
初
の
「
う
ま 

 

味
調
味
料
」
で
す
。
東
京
帝
国
大
学
の
池
田
菊 

 

苗
教
授
が
昆
布
の
だ
し
を
ヒ
ン
ト
に
「
う
ま
味 

 

」
を
発
見
し
、
工
業
化
に
成
功
し
ま
し
た
。 

 

 
「
う
ま
味
」
は
今
や
「U
M
A
M
I

」
と
い
う
用
語 

 

 
で
国
際
的
に
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。 

〇 
「
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
」 

 

ソ
ニ
ー
は
世
界
初
の
携
帯
型
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー 

 

を
開
発
し
ま
し
た
。
「
音
楽
を
持
ち
歩
く
」
と 

 

い
う
ス
タ
イ
ル
が
若
者
に
受
け
、
社
会
現
象
を 

 

招
く
ほ
ど
に
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
「
ウ
ォ
ー 

 

ク
マ
ン
」
の
名
は
、
当
時
「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
」 

 

が
流
行
し
て
い
た
由
来
で
す
。 

〇 

「
写
ル
ン
で
す
」 

 

世
界
初
の
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
で
す
。
富
士 

 

フ
ィ
ル
ム
は
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
簡 

 

単
に
写
真
が
撮
れ
る
」
と
い
う
考
え
で
開
発
し 

 

ま
し
た
。
カ
メ
ラ
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
フ 

 

ィ
ル
ム
、
こ
の
逆
転
の
発
想
の
産
物
で
す
。
価 

 

格
も
千
円
台
に
お
さ
え
、
写
真
の
楽
し
さ
を
一 

 

般
に
広
め
た
功
労
者
な
の
で
す
。 

〇 

「
Ｕ
Ｃ
Ｃ
缶
コ
ー
ヒ
ー
」 

 

誕
生
し
た
の
は
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
る
前
年 

 

１
９
６
９
年
で
す
。
「
コ
ー
ヒ
ー
屋
の
意
地
と 

 

執
念
」
で
、
万
博
が
開
幕
し
、
そ
の
夏
に
缶
コ 

 

ー
ヒ
ー
は
爆
発
的
に
売
れ
出
し
ま
し
た
。
会
場 

 

で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
人
か
ら
再
注
文
が
殺
到 

 

し
、
生
産
が
追
い
つ
か
ず
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ 

 

た
ほ
ど
、
一
気
に
日
本
全
国
に
広
ま
り
ま
し
た 

 

。 
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こ
こ
数
年
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
が

増
大
し
、
日
本
各
地
の
観
光
地
は
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
独
自

の
文
化
、
日
本
の
街
並
み
や
日
本
人
と

の
ふ
れ
あ
い
が
魅
力
に
な
っ
て
い
ま

す
。
狭
い
国
で
す
が
、
見
ど
こ
ろ
い
っ

ぱ
い
の
日
本
で
す
。
他
の
国
を
訪
れ
る

こ
と
は
自
分
の
国
を
知
る
上
で
も
価
値

が
あ
り
ま
す
。
「
百
聞
は
一
見
に
如
か

ず
」
で
す
ね
。
さ
て
、
先
の
大
戦
の
出

来
事
で
、
あ
れ
こ
れ
と
強
い
バ
ッ
シ
ン

グ
が
続
き
、
ま
た
日
本
人
も
そ
こ
を
中

心
に
物
事
を
考
え
て
し
ま
う
傾
向
で

す
。
ま
た
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
、
外

交
や
経
済
の
先
行
き
な
ど
多
々
問
題
は

存
在
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
他
国
に
は

な
い
素
晴
ら
し
い
面
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
自
然
を
大
事
に
す
る
、
他
の
人

を
思
い
や
る
、
伝
統
を
守
る
、
勤
勉
に

あ
た
る
な
ど
、
和
の
精
神
と
心
が
今
日

ま
で
息
づ
い
て
い
ま
す
。
今
後
の
日
本

の
道
の
り
も
そ
の
こ
と
を
中
心
に
添
え

る
な
ら
道
外
れ
る
こ
と
な
く
、
良
き
国

づ
く
り
が
で
き
る
と
思
う
の
で
す
。 

 

日
本
人
で
良
か
っ
た
な
ぁ
！ 

も
っ
と
日
本
に
触
れ
て
み
た
い
な
ぁ
！

と
つ
く
づ
く
そ
う
感
じ
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

（
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